
カ
ン

さ
れ
、
後
背
山
吉
次
に
臨
し
て
六
百
依
を
受
け
た
が
、

世
間
次
の
夜
後
元
利
九
年
前
倒
利
協
に
仕
へ
て
二
百
石

や
・
領
し
、
正
保
四
年
に
は
況
十
.bや
・
加
へ
、
御
Mm
麹

に
斑
し
、
臨
安
元
年
波
。
子
孫
相
織
い
で
滞
に
仕
へ

お
。
カ
ン
ダ
ガ
ハ
紳
田
川
以
来
都
.
有
休
場
の
東
か

ら
流
出
し
、
.
石
休
場
領
で
河
原
同
川
に
注
戸
、
。
跡
削

符
と
も
い
ふ
。
流
棋
六
粁
。
能
民
刊
誌
混
加
に
、
『
石
休

場
村
抑
制
川
と
い
ふ
期
中
に
石
あ
り
。
此
石
に
さ
は

る
者
あ
れ
ば
、
健
我
す
る
郡
年
久
し
。
腕
の
者
共
依

り
に
不
思
織
に
思
ひ
、
明
和
ご
年
の
春
此
石
を
銅
b

葬
ち
見
守
引
に
、
裂
に
紅
色
の
筋
有
て
、
自
然
に
五
輪

の
模
様
あ
b
。
岡
形
の
巾
に
始
寧
青
膨
れ
b
。
恩
人

恐
れ
て
、
政
十
入
額
。
て
迩
な
る
箆
土
柿
の
赴
地
へ

移
し
、
制
鏡
石
と
慨
し
、
今
松
が
削
慨
に
建
て
あ
り
。
』

と
あ
る
。

カ
ン
ダ
ゴ
ゼ
ン
紳
田
御
前
加
賀
海
中
一
第
五
代

前
川
綱
紀
の
脂
質
女
宛
蝋
は
、
州
制
悶
侯
糖
井
忠
お
に
按

L
、
制
川
御
前
と
呼
ば
れ
た
。
叉
柳
原
御
前
と
も
い

島
ぬ
。
カ
ン
ダ
ザ
ヘ
イ
ダ
紳
固
定
平
太
宗
右
衛
門
の

次
子
。
明
勝
一
一
年
御
小
々
狩
と
な
台
、
高
治
元
年
新

知
一
一
百
五
十
石
荷
受
け
、
寛
文
七
年
百
石
や
・
加
ヘ
、

御
Mm
遡
に
班
し
、
次
い
で
大
小
絡
に
鱒
じ
、
延
費
六

年
残
し
た
。

カ
ン
ダ
サ
モ
ン
紳
固
定
門
十
郎
左
衛
門
の
子
。

陵
長
十
九
年
交
の
隠
問
に
よ
っ
て
澱
三
百
石
を
袈

ぎ
、
翌
年
大
坂
の
再
役
に
悶
山
に
て
傷
そ
貞
ひ
、
五

月
十
六
日
死
亡
し
た
。

カ
ン
ダ
タ
ユ
ウ
ロ
ザ
エ
モ
ン
紳
田
+
部
左
衛
門

前
田
利
長
に
仕
へ
て
三
百
石
を
受
け
.
慶
長
十
九
年

百
Lた
o
乎
孫
調
節
い
で
語
に
仕
へ
る
o

， 
こ
こ

O

烏
の
内
吉
川
に
前
川
神
社
が
あ
ろ
。
式
内
等
部
祉
担
能
み
、
文
化
一
点
年
七
月
六
日
限
的
し
て
守
的
と
脱
一
始
脅
祝
す
る
。
線
煮
の
材
料
は
、
餅
・
昆
布
・
芹
・
餅

に
『
紳
間
前
駐
。
式
内
一
座
、
山
尚
郷
古
川
村
銀
座
。
…
し
、
科
目
一
丸
十
.hゃ
.

党

け

た

。

の

議

・

芋

踊

等

と

L
、
答
は
勝
木
や
.
、
部
は
士
郎
州
キ

-m

祭
跡
鰐
辿
日
命
。
今

m-一
熊
野
械
創
刊
初
体
一
ぉ
。
仲
代
A
u
.

ヵ
ン
ダ
マ
チ
紳
田
町
羽
咋
部
作
野
の
内
の
小
一
ひ
た
。
日
持
に
な
る
と
伐
紡
脅
山
は
り
に
来
た
。

位

向

稽

=

跡

川

村

べ

中

前

兆

築

制

洪

水

。

村

務

総

失

。

後

一

乎

。

一

カ

ン

チ

ョ

ウ

寛

澄

白

山

本

宮

の

長

定

。

交

水

附
裂
。
村
務
碍
建
健
三
脚
村
ベ
都
民
育
川
裕
島
二
お
。
或
ト
カ
ン
ダ
ヤ
ス
マ
ス
紳
田
保
益
活
綿
勝
五
郎
・
一
七
年
七
月
什
況
日
撚
mm総
栄
狗
の
一
部
献
が
尚
山
符

一
宮
祭
前
大
巴
悦
命
o
b
と
あ
る
も
の
是
で
あ
ろ
o
本
枇
.
忠
太
郎
・
背
左
衛
門
。
比
政
一
川
年
新
橋
よ
。
起
台
、
十
一
煎
搬
赫
巾
泡
銭
に
級
せ
ら
れ
.
泌
元
一
一
一
年
七
月
什
一
一
一

の
南
方
に
稲
隔
っ
て
域
内
向
良
粧
が
あ
り
、
そ
の
参
一
一
年
制
外
に
列
L
、
袋
小
勝
見
計
と
な
っ
て
新
知
百
ト
日
椛
少
併
都
で
鑓
化
し
た
こ
と
は
一
一
宮
古
担
に
見
え

遊
や
・
挟
ん
で
一
一
大
臨
仰
が
存
す
ろ
。
そ
れ
や
品
料
水
と

-.htv
受
け
.
平
和
一
…
年
袋
小
将
に
前
み
、
五
十
.bゃ
.
7
0
0

い
う
て
ゐ
る
o

加
へ
、
文
化
五
年
究
室
川
衛
門
斑
方
の
四
一

n.b-率
制
一
カ
ン
チ
ロ
ン
官
一
抱
一
騎
代
何
回
論
と
も
都
〈
O
U
N

カ
ン
ダ
ジ
ン
ジ
ヤ
紳
田
紳
結
石
川

m
m嫌
に
い
で
向
分
知
や
・
返
上
L
、
同
年
大
小
勝
柿
円
か
ら
次
一
事
一
一
年
一
向
一
授
が
問
機
政
刻
や
-
亡
ぼ
し
た
次
前
や
・

在
っ
て
‘
春
日
大
則
一
抑
止
V

紀
る
o
こ
の
湖
一
枇
も
伶
て
第
に
努
加
し
て
御
絡
組
一
聞
に
・
ポ
り
、
一
大
保
十
年
一
一
万
一
載
せ
る
も
の
で
、
そ
の
忽
併
は
お
機
抑
制
は
物
部
か
ら

式
内
祉
た
る
こ
と
脅
中
.
張
し
た
が
、
為
市
〈
刷
協
が
た
十
九
日
大
・
1
一
…
蹴
軒
以
て
制
限
し
た
。
一
起
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
o
官
制
論
に
は
四
緑
の
興
本
が

い
0

.

カ
ン
ダ
ヤ
マ
紳
田
山
以
南
捕
石
休
場
の
領
内
一
あ
る
。

カ
ン
ダ
ジ
ン
ジ
ヤ
紳
田
紳
結
湖
北
川
仰
上
削
上
に
在
る
。
そ
の
鼠
尚
肪
や
・
八
時
脊
と
い
ひ
、
限
界
翻
一
〈
一
)
官
地
論
一
向
鵠
醗
把

l
擬
波
文
聞
で
把
さ
れ
て

に
在
る
。
式
内
等
硲
枇
砲
に
、
『
跡
川
制
枇
o
式
内
一
一
濯
、
市
は
能
積
品
、
指
は
納
氏
府
特
製
む
こ
と
や
-
得
一
ゐ
る
。
言
は
ど
東
鐙
風
の
文
間
で
、
約
群
鶴
額
係
筋

座

o
m上
郷

山

上

村

銀

座

。

祭

制

餓

法

日

命

。

今

岱

九

一

一

為

。

一

流

百

八

十

容

に

も

載

せ

て

あ

る

が

、

設

芋

が

多

〈

、

少
彦
街
跡
築
附
刊
以
v

石
錫
目
前
間
二
京
0
」
と
あ
ろ
。
カ
ン
タ
ロ
ウ
バ
シ
勘
太
郎
橋
全
神
小
立
野
一
一
殆
ど
縦
む
に
鳩
へ
ぬ
。
こ
の
科
は
他
の
宮
地
論
の
狐

し
か
し

m上
郷
と
い
ふ
の
は
な
い
。
信
一
揃
郷
で
あ
ら
一
本
松
の
涜
絡
に
架
け
た
織
で
あ
る
。
苛
勘
太
郎
な
る
一
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
。

ぇ
，
。
明
治
以
降
少
彦
祉
と
い
ひ
、
四
十
一
年
一
一
一
月
少
一
者
が
初
め
て
架
け
た
放
に
栂
併
に
呼
ぶ
と
い
ひ
、
一
一
公
一
〉
官
地
論
一

bn
加
賀
川
附
・
虫
剤

i
w同
一
部
記
-
荒
川
内
ナ

一
設
に
は
此
の
訟
に
勘
太
郎
な
ろ
者
の
阿
佐
し
た
た
め
一
交
り
に
諒
し
て
、
多
少
蛇
足
脅
加
へ
た
も
の
で
あ
九
C

名
彦
紳
敢
に
改
め
た
。
叉
同
郡
d
坂
庄
山
，
上
村
に
.

i

I

-

z

・6

の

穏

と

も

い

ふ

。

一

寛

永

第

ご

臨

月

上

齢

日

部

之

、

磁

器

二

十

二

歳

」

の

在
る
跡
枇
も
、
式
内
跡
計
一
副
社
九
九
%
こ
と
や
斗
到
し
ガ
ン
タ
ン
元
旦
ハ
…
〉
城
中
の
式
・
l
元
旦
に
は
一
奥
欝
あ
る
本
も
あ
っ
た
と
の
事
だ
か
ら
、
彼
学
受
り

た

こ

と

が

あ

る

。

こ

れ

は

今

の

小

坂

前

世

で

あ

る

。

一

務
侠
直
唱
や
.
む
し
.
飾
挺
斗
一
一
一
方
・
線
設
・
吸
物
脅
供
一
の
官
地
論
で
は
最
も
古
い
だ
ら
う
。

カ
ン
ダ
ダ
イ
コ
ン
紳
回
大
根
石
川
郷
商
品
領
~
せ
ら
れ
た
後
、
一
一
汁
一
丸
山
匁
の
腕
却
に
刑
判
ず
る
o
畏
餐
・
一
会
一
〉
官
知
諭
一
名
加
同
官
知
論
!
矢
磁
・
り
寓
麗

mrd

の
畑
に
跡
川
聞
と
字
す
る
所
が
あ
る
o
m町
時
は
そ
の
地
一
笠
宮
・
も
之
に
M
じ
い
が
、
什
は
常
日
胞
丁
の
鶴
-P-用
一
般
字
交
・
り
に

L
て
、
自
家
の
文
-P・
搬
入
し
た
も
の
で

か
ら
作
り
出
す
大
製
奇
跡
川
大
都
と
穂
し
て
お
珪
と
一
ひ
る
o
朝
餐
の
終
っ
た
後
定
め
ら
れ
た
諸
士
の
拝
賀
一
あ
る
o
巻
末
に
『
元
機
十
三
民
民
年
』
と
あ
り
、
そ

し

た

。

荷

受

け

る

o
こ
の
日
銀
一
γ

校
に
於
い
て
は
、
孔
子
の
娘
一
れ
に
時
へ
て
『
延
享
一
一
乙
引
ご
月
腕
日
欝
潟
之
」
と

カ
ン
ダ
テ
イ
紳
田
思

4
ホ
Y

プ
ウ
テ
イ
本
像
宥
上
段
に
懸
け
‘
恭
供
の
式
を
行
ひ
、
聞
役
及
び
一
醤
い
た
本
が
あ
る
。

郷

邸

。

一

儒

者

が

之

に

列

し

た

が

、

天

保

十

年

か

ら

日

仇

育

改

め

一

ハ

四

〉

官

地

論

一

名

皆

様

記

l
w
m蹴
記
脅
悦
字
交
り
に

カ

ン

ダ

ナ

ホ

カ

タ

紳

田

直

方

逝

稽

一

様

…

丸

一

郎

・

音

た

。

一

し

た

だ

け

の

も

の

だ

が

、

奈

〈

原

文

が

諦

め

て

同

な

左
衛
門
。
養
実
務
左
衛
門
宜
成
の
越
知
二
百
五
十
石
一

C
C民
間
の
式

l
民
間
で
は
こ
の
日
早
起

L
て
若
水
一
ぃ
。
奥
書
が
な
い
か
ら
、
他
の
官
地
論
と
の
新
町
を

を
襲
・
3
・
割
事
奉
行
・
前
田
賀
敏
卸
抱
守
・
駒
頭
並
を
一
を
掻
み
、
大
鹿
と
窮
L
梅
干
を
入
れ
た
る
茶
を
呑
一
比
慢
す
る
と
と
は
で
き
ぬ
。
群
書
類
従
ミ
百
九
十
~


